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震林水産省 熱帯農業研究センター

（マレイシア・ムダ濯湖水団地得 1 提供MADA)

地球環境問題と熱帯農業研究

蘭 道 生

世界の人口は急速にi曽力［Iしており、現在50憶と 言われてい

る人口は2,000年には61億人松度にまで増加することが予測

されている。特に熱帯 ・亜熱’箭における人口増加は若しく

また世界の総人口の 7割程度の人がこの地域に住んでおり

食粧の不足および熱帯林の消失・砂i主化等の環境問題の悪化

に直面する人達も少なくなし、。

一方、毎日のように地球的規棋の環境問題がテレヒや新聞

等で報道されている。すなわち（1）石油等のエネルギー消費に

よる炭般カスの波度の1曽力I]等にもとづく温室効果、（2）人口増

加、森林の過伐、不適切な耕作や過放牧による砂漠の拡大、

(3）フロンカス等の放出によるオゾン層の破壊による紫外線量

の増力I]、（4）硫黄や窒素の酸化物の放出による酸性問の降下 と



,Wi生の荒廃等々である。

熱衛では自然、のめぐみをうけ自然生態系と調

和した農業 ・林業 ・畜産業を営んでおり 、熱帯

林の消失、砂j臭化、酸性雨等は特に影響が大き

い。これまでどおり農林業の生産ヵ、維持されて

いくか危倶される。人類はこれまで人聞の叡知

により数々の困難を克服して きた。予測されて

いるような地球環境の変化がこのままなす術も

なく進んでいくとは考えられず、人類の白制お

よび科学技術の力によってなんらかの対応策を

作っていかなければならない。

熱帯林の消失傾向は木村の利用価値が高いが

ための消失であり 、ただこれを保全するのでは

なく 、生長力旺盛な森林樹磁の利用や、表土刺

自i』を補強するなどの技術開発をして、潜在的に

ノ〈イオマス生産力が高いこの地域をも っと活用

し、かつ、永続的に生産できる更新技術を確立す

ることが重要である。

また乾燥地は水資源からみても環境保全に重

きをおき 、保全に力を入れ、このことにより、

周辺での広域水保全機能を増し、 E策筑保全機能

をえ:W:t守しながら乾燥地農業を成立させることカ、

可能となる。陸地の1/3は乾燥地と 言われ砂淡

の拡大を阻止していかなければ食胞は雌保でき

ない。地主1＜が乾いていけば農畜産業の場も少な

くなる。

±.:W；紅lの集干i'i、土壌侵食など土地の荒廃化問題

も環境資ii）［（保全および｜耐性の強い机物バイテク

育慢の利用の両面からの戦Ill各的アプローチが期

待される。

以上、地球環境問題に現れたように工業先進

国も、熱，市・亜熱，H干のいわは、農業国も地球規棋で

国際的に互いに！i.；特を受けるようになってきた。

熱情農業研究センターも、このような地球環

境問題も研究背景において農林畜産業の分野で

将来にそなえて基盤のしっかリとした炭材、業の

試験問先を熱帝困の諸国とともに進めていきた

し、。 （環境資制！利用部長）

中国雲南省農業科学院との共同研究成果

稲の原生地である中国の雲南地域は、ifu;Ji令性

lfii;J 病惜ニを始めとした有用 J Iラ質を含む~：富な遺伝

資iMlの宝庫として知られている。ここの中国雲

南省農業科学院と熱研との日中両国の水稲の遺

伝資源利用による耐冷、 ifu;J病、多収性の育種共

同研究が1982年から進められてきた。本年 2月

に、共同研究成果として優秀な成献を示したも

ののうち、 3系統ヵ、雲南省、の優良品種として初

めて登銭承認された。

優良品種として登録された 3iii',Hlと、その特

性は次の通りである。
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民籾！（テンコウ）18号（合系4号） ：早生で収量

が高い (10a当たり 770kg、中国一般，W,Hは635

kg。いずれも試験場の成績）とくに高地で良い成

績を示す。食l床はやや良。1990年作付9,700ha。

民糠19号（合系 5号）：中生で収量がやや高い

(10 a当た り685kg）食味はきわめて良いが，1r1HJ令

性でやや劣るため、標高の低い地域に適する。

1990年作付5,500ha。

員一糠20号（合系10号）：中生で収:ui：ヵ、高〈 (lo 

a当たり 7101、g）食l床はやや良である。1r1i-J冷性ffii;J

病性ともに中席。1990年作付6,200ha。
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熱研とマレイシアのムダ地区における共同研究

マレイシア政府は1961年から始ま ったマラヤ

第2次 5か年計画において、半島マレイシアの

ケダー・ペルリス両外｜にまたがる約10万haの水

田単作地帯に、水源、ダムの建設、 iri：排水施設、

農道等の基盤整備を主体とした水稲二期作を導

入するための開発プロジェクトを実施した。こ

れにより同地域はムタmm誕地域として1970年か

ら二期作が導入され、 1975年には計画地域の92

%に二期作が普及し、半島マレイシアの二期作面

砧の約40%を占めるにいたった。1975年にプロ

ジェクト地域全般の行政（技術研究をふくむ）を

111当するムタ農業開発公団 （MudaAgricultu-

ral Development Authority I略称MADA）が設

立された。

このような状況下で、熱初lはMADAと協力し

て、ムタ地区における水町i二期作生産の安定と

向上を図るため、二J-t)J作生産技術体系の研究に

栽tf';・農業土木 ・機械化作業 ・j民業経営などの

分野の研究者を派遣した。また、マレイシア

Jli業開発初l究所（MalaysianAgricultural 

Research and Development Institute 111各キf1;

MARDI）と 、稲育師 ・病虫害｜切除 ・雑草防｜徐な

どの分野の研究者が派遣されて、共同研究が実

施された。これらの共同研究の一環として、

熱刊’農業プロジェクト研究を推進してきてい

る。それは①熱帯稲作の機械化（1973～ 1977年）、

②熱’貯における水田機械化炭作業 (1978～ 1982

年）、 ③熱’出一二期作水回における広域水管理と

作JWJ移動による水稲生産安定技術 (1983～ 1987

年）、 ④熱’常における水稲二期作化に伴う病害

虫対策 （1985～ 1989）、⑤熱帯地域における水

稲直播栽培技術の硲立 (1988～ 1992）などで、

⑤は現在も継続して研究が行われている。

これまでの研究の成果と、研究の方向は次の

通りである。

1 .機械化作業 ：労働力の不足カ、傑刻な問題と

なっているので、機械化による省力作業体系を

開発するため、移植機及び収桜機について研究

試作を行い、現地に適応する移植機や収維機が
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開発された。しかし、ムタ地区のj長家の大部分

が資本力に乏しいため、機械を導入することが出

来ず、資本力のある一部の人が大型トラクター

や大型コンパインハーベスターを持って、話杉｜

等の請け負い作業が普及している。

2.広域水管理と作期移動による生産安定技術

大型機械による作業は、排水施設の繋備カ、卜

分でないことや用水到達の遅れによる作付時期j

の遅延などで、地区全体として周年栽i告となり、

水田が’i,t・11寺湛水状態となって、地fl誌の11次刻化を

招し、ている。そこに大型機械が走行ーするためiJI

:I！症の破壊 ・水田地面l力の低下をもたらし、 トラ

クターの轍閥、ヵ、水回表面のi-::J平を破iまするた

め、匝l場の水背理カ、不十分となり、雑草の発生

等により収量の低下を生じた。またムタ地区の

水田に熱帯稲作の障害となるツン クロ病が大

発生した。これらの問題を解決するための初｜究

を進め、 h二期作水田の広域水収支”とウイル

ス病を媒介するいウンカ ・ヨコバイrnの発生生

態の解明”を行った。機械化作業については、

大型機械の軟弱水田で走行させて生じる轍跡の

被害を軽減するフロートストレークの開発やロ

ータリータイプのドライブハローの性能を明ら

かにした。また、広域水収支の解析を行い、そ

れに対応して移植栽培を基本とし、 1¥1.tJりJに約 1

ヵ月閉め休｜羽期 （ム夕、地区全域で）を設定する

ような水町i二期作技術体系を組み立てた。この

ようにしてムタ地区全体の広域的な水稲二期作

営農技術体系を組み立てて、共同研究の成果と

して、 MADAに提案し、 MAD Aはこれを受け

て、普及活動を開始している。

3.直播栽培技術： 用水の慢性的な不足や労働

力の不足などのため、 1982年以降ムタ地区の水

稲二期作は直播栽培が急激に普及し、 1988年に

は二期作とも60%以上の水田が直痛となってい

る。この直揺栽培による水稲二期作技術体系の

問題について現在研究ヵ、進められている。

（研究第二部長 山口武夫）



オイルパーム幹の飼料化

マレイシアのオイルパームは180万haもの栽

培面積を有しているが、これは約25年毎に更新

され、その際切り倒された廃材は全く利用され

ていない。1990年代後半にはこの老樹幹の乾物

廃棄量は年間700万トンに達することが予想さ

れている。オイルパームの幹は建材には不適で

あり、しかもセルロース含量も比較的低いこと

からパルプ材としての可能性も少ない。そのた

め有効利用の方法として反第家畜用飼料として

の可能性を検討した。

オイルパームの幹は茎業と比べて、リ ク、ニン

含量が低〈、可溶性糖含量も高い。また蒸煮ま

たはアルカリ処理した場合のinvitro？削じ率カ、

高〈、反i1家畜用飼料としての可能性が高いこ

とカ、うかカ、えた。次に幹の消化率改善の方法を

in vivoで検討した結果、 蒸煮処理の消化率ヵ、

最も高〈次いでアルカリ処理、サイレージ処理、

未処理、稲葉の順であった。最適蒸煮条例ニは水

分含量30%で12.5気圧・ 7分程度、最適アルカ

リ処理rr条件はNaOH含量が乾物の 7%程度で適

当と判断された。また幹を維管束組織と柔組織

に分離して消化率を調査した結果、柔組織は未

処理のままでもエネルギー源として十分飼料と

して使えることが明 らかとなった。最後に去勢

と｜ニに 8ヵ月間、オイルパーム幹（OPT）サイレ

ージ、NaOH処理OPT、稲誌を各々30%含有し

た各飼料を自由摂取させ、増体重、摂取量、さ

らに内臓、休梢成などについても調査した結

果、オイルパーム科、はエネルキー源としても杭

誌と遜色なく、長期給与した場合でも内臓諸総

官になんら悪路響を及ぼさなかった。

以上の試験結果から、オイルパーム幹は未処

型！の場合でも稲誌と同程度の栄養価を有し、適

当な物理化学処:£lllを力［｜えることによ って通常の

熱帯牧草以上の消化率をもっ反努家畜用組飼料

として有効に利用できることが明らかとなった

（引Ii尾秀一 ・D.Mohd Jaafar ・ O.Abu Hassan) 

ペーパーバッグ栽植法による熱帯草地の改良

コロンビアからベネズエラにかけて分布する

リャノス平原（面積2,500万ha）は、 組剛なイネ

不｜雑草からなり粗放な肉牛放牧に利用されてい

る。しかし、このイネ科野草は蛋白質含量が極

めて低いため、家畜生産性は著しく低い。そこ

で、リャノス平原における家畜生産性の向上を

図るためには、蛋白質含量の高いマメ不｜牧草を

草地内へ導入することが最も重要と考えられた。

近年、国際熱帯農業研究センター（ CIAT）で

は、 リャノス平原の酸性低肥沃度土壌によく適

応する数種のマメ科牧草を普及に移した。 しか

し、これらマメ科牧草も定着時には相当量の養
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分を必要とするため、導入H寺の化学肥料施用量

が多く、草地改良コストヵ、高くついた。そこで

CI A Tとの協力関係のもとにペーパーパック

栽柚法を開発し、マメ不｜牧草導入H寺の化学肥料

施用量を大幅に削減した。

本法は点J需と局所施肥を組合わせた極めて簡

易な方法である。名刺大 （5 cm×10cm）の紙袋

に10g 内外の粒Jf~肥料とマメ存｜牧草種子 (10～

30粒）を入れ、それらを紙袋ごと草地に散布す

る。散布密度は3m×3mにl袋で、ha当たり 1,100

袋を散布する。j散布後紙袋は紙粘土状にとけ、

マメ科牧草種子は粒形肥料、の下側から発芽し、
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その周囲に定着する。マメ科牧草の幼刷物の定

着率は、不耕起の場合においても極めて高い。

1987年にはコロンビア国のリ ャノス平原にお

いて本法によりデスモティウム （Desmodium 

ovalzfolium ）の導入試験を実施した。デスモ

テ、イウムは、不耕起区及び簡易耕起区とも粒Jf;

肥料の周囲によく定着し、そこから徐々にスト

ロンを伸長させた。散布後15ヵ月目には、テスモ

ティウムの被度は両区とも全面積の約40%に達

した。本試験で施用したha当たりの化学肥料の

量は、 Pが0.34,Kが0.37,Mgカ、0.21,Sが0.44

及び℃aが1.31 kgで、慣行法の 5%～ 10%の量で

あった。

これらの結果から、ペーパーパック栽植法に

よるマメ科牧草の導入方式は、熱帯南アメリカ

ぺーパ バッ グ法でイネ科の中に定着 したマメ科牧草

Desmodium oualifolium 

の園女性低肥沃！支土壌地域において省資材による

草地改良を行ううえで極めて重要な役割を果た

すものと期待される。

（小川恭男 ・三田村強 ・名国防一）

イネ白葉枯病の国際判別品種の育成

イネ白楽枯病は ／11,~帯 ・ 熱’帯の稲作地域に広〈

分布する重要な稲病害の一つである。熱帯条件

下では、 他に経済的な意味でト分に有効な手段

がないので、抵抗性品種の利用は本病の最も主

要な防除法である。これまでにも、品種抵抗4性

や病原市1111/i'.iiの病原性分化については、日本をは

じめ、国際稲研究所（IRRI）のほかアジア各国で

多くの研究がなされてきた。しかし、残念なが

らそれぞれ異なる材料が使われてきたため、 研

究結果を直接に比較することは不可能であ っ

た。もしも共通の試験材料を使用して研究が行

われるならば、より大きな成果が期待される。

この点を解決するために1982年に熱情農業研

白業I;I；病J氏抗性検定用nearisogenic line 

抵抗11!:込：i:fふJ IM合ii虫品ff 系統名

Xa-l,(Xa-12) Kogyoku IR BBJ,102,201 
Xa 1,Xa-2 Te-tep 2t, 102t, 202t 

Xa-3 Chugoku45 3,103,203 
Xa-3 Java 14 3]. l 03]. 203] 

Xa 3 Zenith 3Z, 1032, 2032 
Xa-3 Sateng 3S, 103S. 203S 
Xa-4 IR20 4,104,204 
Xa-5 IR1545-339 5,105,205 
Xa-7 DV85 7,107,207 
Xa-8 PI231129 8,108,208 
Xa-10 Cas209 10.110,210 
Xa-11 IRS 11,111,211 

-5-

究センター（TARC）を通じて日本の農林水産省

とIRRIの間で共同研究ヵ、始められ、その主要研

究課題の一つに、イネ白葉＋ι病の国際>plj別品穏

としてのnearisogenic lineの育成がと りあげ

られた。この near-isogenicline育成のため

に、日本とフィリピンの全ての白業枯病菌レー

スに催病性のIR24、密陽23号、トヨニシキが反復

交配親品種として選ばれ、白業柁i病抵抗性既知

の遺伝子をもっ品種との交配が行われた。戻し

交配は少なくとも4回行われ、その過躍でIRRIは

フィリピンのレースにより 、TARCでは一部イ ン

ト、ネシアの菌株を含む日本のレースによ って抵

抗性の有無が検定された。これまでに育成され

た near一isogenicJ !ineは表に示すとおりであ

る。これらの系統を使用すれば、いろいろ異なる

国で行われる試験研究にも互いに比較する共通

の基盤ができることになり 、防除法の開発にも

役立つことであろう 。これらの系統は病原市UITti

のレースの検定や新しい遺伝子の同定などのほ

か、抵抗性品種育成の遺伝子i/Jllとして利用でき、

その他、 抵抗性機構の研究のための材料など機

々な分野で研究に利用することが期待される。

（ノト川紹文 ・山元同1・G.S.Kush・T.W.Mew・ 

池田良一 ・加来久敏）



第24回熱帯農業研究国際シンポジウム・プログラム

8月14日（火）～16日（木）に国立京都国際会館

において開催される、第14回国際土壌科学会議

(ICSS）の熱研主催サテライト ・シンポジウム

「テーマ ：熱帯における持続的植物生産に影響

を及ぼす土壌阻害要因をめくる諸問題」のプロ

グラムはつぎのとおりである。

8月14日（火）、午後の部

1 .インドにおける持続的植物生産のための土

壌関連障害

J. S. Samra and N . S. Randhawa (India) 

2 スリランカにおける持続的植物生産に関す

る土壌問題

L.A. Wickramasinghe ( Sri Lanka) 

3 中国における熱帯作物生産に関する土壌問

題とその改良対策

陸行正 （中国）

4 タイの持続的植物生産に関わる土壌問題

T. Na Nagara (Thailand) 

5.マレイシアの持続的植物生産を阻害する土

壌問題

A. B. Othman, Y. Aminuddin, M. H. Ghulam 

and H. Abd. Razak (Malaysia) 

8月15日（水）、午後の部

6.インドネシアの土壌Jl巴沃度問題とその改良

法

M.Sudjadi and M.Suryhatna Effendi 

(Indonesia) 

7. 日本における最近の土援Jl巴沃度制限要因

仲谷紀男

8.西アジアと北アフリカの土地管理と持続的

農業の開発 国際乾燥地農業研究センター

の見解一一

M .J .Jones (!CARDA) 

人の
0異動関係

平成2年3月31日付

将戦（岩手県へ）（庶務課（庶務係））

定年退職 （研究第一部王任研究官）

定年退職 （環境資源利用音［，王任研究＇i~＇ ）

充
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叫
川
本
問
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9 iill'.i!MJ・半湿i!MJの西アフリカにおける持続的

畑作物生産上の土壌問題

B. T Kang,M .Gichuru, N .Hulugalle 

M.J.Swift (IITA) 

10. アフリカ準サハラ地帯の革本および木本豆

科植物の生産における土壌関連問題とその軽

減策

I. Haque (ILCA) 

11.マクロペレ y ト法によるコロンビア東部平

J}f(、オキシゾル地帯における草地への豆利牧草

の導入

三田村強，小川恭男

12. 熱帯アメリカにおける低肥沃度酸性土壊の

持続的利用

J.M. Toledo, R. S. Zeigler and 

F.Torres (CIAT) 

13. 熱帯泥炭土壌における作物生育を制限する

養分因子

但llff利秋， K.B.Ambak，米林Ejl1湯，原1i＆男，

P. Vijarnsorn，河口定生

8月16（木）、午前の部

14. インドの半乾燥地のアルフ ィゾルとハーチ

ゾルにおける豆科を基本とした作付体系によ

る土壌生産性の改善

有l京丈二，阿江教治，岡田譲介

15. タイのウルチゾル地帯の長期有機物施用に

よるトウモロコシ栽培における土壌改良

井上隆弘

16.東北タイにおける森林伐採後の土援塩分出

j支と柏村、によるfrilliil'll

三浦r£iii歳，TSubhasaram 

17. アグロフォレストリ体系による林木および

作物持続的生産のための土壌肥沃度の保持

A. Young (ICRAF) 

つ －・守、．．． き

平成2年4月1日付

企画i:!i給室長 （食品総合研究所企画連絡室長） 小林投史夫

北海道良業試験場次長 （企画連絡室長） 小林 仁

食品総合研究所企画jf給室長 （研究第一吉｜；主任研究'I':') 川開法二
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究第一部主任研究右） 浜崎店、/jf
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7 レインア 2 3 16～ 2 3 .24 

タイ 2 3 18～ 2 4 .30 

スリランカ ノ、キスタ／ 2 3 .26～ 2 4 7 
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ノ、キスタン 2 3 .24～ 2 4 14 

中華人上己共和国 2 3 .21～ 2 4 17 
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熱帯農業研究センター創立20周年記念

熱帯農業研究センター創立20周年を祝う式典

が、 6月11日10時より 蚕糸・昆虫農業技術研究所

の二階講堂に70余名の来賓・諸先輩の来：慢をえ

て盛大に行われた。

まず、都留信也熱研所長が式辞を述べ、次い

で来賓を代表して農林水産技術会議事務局の吉

村研究総務官が祝辞を述べられた。

11時から小倉、渡部、阿部の三氏による記念

講演が行われた。

小倉武一顧問は 「難題」と題して、現在の国

際環境の中での日本農業の在り方、国立の農業

試験場の体制、熱研の研究の在り方など、多岐

にわたって言及された。我々は日本の食料輸入

を安定させるためにも、第三世界の飢餓の問題

を解決するためにも、目を世界農業、とくにア

フリカ農業や南アジアの農業に向けることが必

要である。熱研は 「熱帯」の枠を越えてさらに

大きく成長して欲しいと力説された。

渡部忠世放送大学教授は「大学における熱帯

農業研究」と題して、京都大学の東南アジア研

究センターで行われた 「東南アジア水稲の文化

史的研究」と 「東南アジア稲作農村を対象とし

た地域研究」として東北タイのドンテン村の事

例について きわめて興味深い学際的・総合研究

のどlり方、進め方について説かれた。

阿部四郎顧問は 「国際化 ・三つの；=jli'Tj」と題

して、 一つは日本人の発案の外延~：＇！ の国際化研

究、 二つはハイオテクノロジーのような国境の

ない基礎的MF究、 三つには発展途上国から提起

される外発明の研究の国際化カ、あるが、これか

らは第三のケースがよリ重要なものとなろう 。
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今後、とくに海外の研究体制と国内の研究体制

を機能的に結び付けることカ、重要であり 、また、

プロジェクト研究を始めるにあたっては、その

準備にも多くのエネルギーと十分な時間をかけ

るべきであることを力説された。

次いで、熱研センターの最近の主要成果三題

が報告された。 「日中共同研究 水稲の耐冷耐

病多収性品種の育成」について山口武夫研究第

二部長から、中国雲南省における日中共同研究

において、日本と雲南の品種の交配の後代から

耐冷性、いもち抵抗性、早熟などの特性をもっ

多収性の 3品種が育成され、 中国で新品種とし

て登録されたことが報告された。

「ビジョンピーの特異的 リンl吸収機構」につ

いて岡田謙介研究員がインドの国際熱帯半乾燥

地作物研究所(ICRISAT）と熱研との特別研究

プロジェクト ・フェイズ Iにおける阿江・有原・

岡田 ・Johansonによる成果を発表した。ビジョ

ンピー （木豆）は根から分泌するピスシジン般

により燐酸鉄を可溶化するとし、う新事実を発

見し、ビジョンピーとのitl作又は輪作は土壌/l巴

沃度を著しく改善し、熱帯半乾燥地の作物生産

性の向上を可能にすることを明らかにした。

「オイルパームの飼料化技術」について抑尾秀

一主任研究官 （現草地試験場）がマレイシア！長

業開発研究所（MARDI）における共同研究の成

果を発表した （前出、 4頁）。

17fl寺30分から同会場で祝ti会が行われ、140余

名ヵ、参加しささやかではあるが、楽しく賑やか

なパーティが行われた。
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